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Pick Up 

u  第1回エコポリス板橋 環境活動大賞で環境教育部門優秀賞を受賞。 
ü  プログラムの開発、74回で5,000人にのぼる出張授業の対象者数への評価。 
ü  オリジナリティなどの他、ニュースを含む活動の継続性・頻度などへの評価。 

u  保育園向けの環境教育プログラム研究開発及びその実践を本格化。 
ü  「いも虫のたからぶくろ」「イチョウの精キロリの不思議ないのり」など。 
ü  板橋区内の公立保育園10園に対して、14回の実践。 

u  小学校向けの環境教育プログラムを自然生態系分野などにおいて強化。 
ü  「そっとのぞいてみてみよう」「好きな色はどこにある」など。 

u  環境教育インターンシップ制度の準備開始。 
ü  制度確立に向けた助成金の申請（今回は採用されず）。 
ü  関連活動として、教員採用試験対策講座を本格実施。 



特定非営利活動法人 
センスオブアース 

市民による自然共生パンゲア 

環
境
教
育
 

A.1 環境教育プログラム研究開発・実践活動 

l  保育園向けのプログラムとして新規に「いも虫のたからぶくろ」「木の表情ってど
んなだろう」「イチョウの精キロリの不思議ないのり」 を、小学校向けのプログ
ラムとして追加で「そっとのぞいてみてみよう」「好きな色はどこにある」「旬の
野菜を調べよう」 を開発する。 

自然生態系分野 食文化と環境分野 

保育園 
幼稚園 

「いも虫のたからぶくろ」 
「木の表情ってどんなだろう」 
「イチョウの精キロリの不思議ないのり」 
　他、組み合わせのアクティビティ 

小学校 
「季節の自然で遊ぼう」 
「学校の木を決めよう」 
「そっとのぞいて見てみよう」 
「好きな色はどこにある」　　　他 

「食べ物はどこから」
「旬の野菜を調べよう」
「ペットボトルの水」
「手前みそを作ろう」
「学校産のとうふを作ろう」 

中学校 他 
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A.1 環境教育プログラム研究開発・実践活動 

l  出張授業等での実践は、保育園14回、小学校14回、中学校3回、大学1回となる。
これは、過去一番の実践数である。 
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A.1 環境教育プログラム研究開発・実践活動 

～出張授業の風景～ 
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A.1 環境教育プログラム研究開発・実践活動 

l  放射線の内部被爆などに関する中学校・小学校向けプログラムの開発に取りかかる。
その他、ネイチャーゲームを利用した保育園・幼稚園・小学校向けのプログラムに
関しても開発の準備を進めている。 

l  開発したプログラムについて、保育園・小学校・中学校に対してそれぞれ広報用プ
ログラム集を作成し、各教育機関に送付する。 

環境教育プログラム集
( 中 学 校 編 )

第４章　総合的な学習の時間

第１　目標 
総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見つけ自ら学び、自ら考え、主体的に判断際、よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、
学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えることが出来るようにする。

第３　指導計画の作成と内容の取扱い
１　指導計画の作成に当たっては，次の事項に配慮するものとする。　

（２）総合的な学習、探究的な学習、生徒の興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教育活動を行うこと。

（３）第 2の各学校において定める目標及び内容については，日常生活や社会とのかかわりを重視すること。
（４）育てようとする資質や能力及び態度については、例えば、学習方法に関すること、自分自身に関すること、他者や社会とのかかわりに関することなど

の視点を踏まえること。
２　第 2の内容の取扱いについては，次の事項に配慮するものとする。

（２）他者と協同して問題を解決しようとする学習活動や、言語により分析し、まとめたり表現したりするなどの学習活動がおこなわれるようにすること。
（５）グループ学習や異年齢集団による学習などの多様な学習形態、地域の人々の協力も得つつ全教師が一体となって指導に当たるなどの指導体制について

工夫を行うこと。

（６）学校図書館の活用，他の学校との連携，公民館，図書館，博物館等の社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携、地域教材や学習環境の

積極的な活用などの工夫を行うこと。

新学習指導要領との関連
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ູฤྥ܄ᆀߤၭఱ 食べ物はどこから
～ フードマイレージを学ぶ ～

広告を用いての産地マップ作りや食材の産地による環境への影響の違いを考える買い物ゲームを通じ、毎日買う食

材とエネルギー消費との関わりに目を向けます。

最後にフードマイレージの概念を知り、地産地消の重要性について理解を深めることで、生徒が食生活を見直し、

日本の農業について考えるきっかけとなる授業プログラムです。

食と環境シリーズ

生産地から消費地へ、どれだけの距離を経て食べ物が食卓に上るのか。その食べ物の距離を示す指標として作られた

のがフードマイレージです。イギリスを起源とするこの指標は、日本では農林水産省が 2001 年から用いています。

食べ物の輸送量と輸送距離の積により算出され、フードマイレージが

低いほど輸送に伴うエネルギーの消費量を抑えた環境に優しい食べ物

だと言えます。センスオブアースではフードマイレージに輸送手段の

要素を加えた CO2 排出量を食材選びゲームのポイントに用いています。

【授業概要】
　　授業時間： 約 110 分（2 時間連続・休憩時間 10 分込み）

　　場所： 教室（複数のクラスを授業する際には体育館等での実施も可能です）

　　対象学年： 中学 1年生　～　中学 3 年生（内容を易しくした小学生高学年向けのプログラムもあります）

　　実施教科： 総合・社会・理科・技術家庭

授業の流れ

00 分～ 05 分 授業の導入

05 分～ 50 分 産地マップ作り

50 分～ 60 分 休憩

60 分～ 85 分 食材選びゲーム

85 分～ 110 分 フードマイレージの説明・授業のまとめ

スーパーなどの広告を産地別に地図に貼り、

身近な食材の産地マップを作成します。肉・

魚介類・果物など、多くの食材が海外の国々

から運ばれてきている現状を実感します。

生徒が地図を見て得た気付きや意見は、グルー

プで話し合いをして発表します。

手巻き寿司作りに必要な 8 つの食材。それぞれの食材の産地をグループごとに選んできます。

産地ごとにポイントがつけられており、その合計を比べながらポイントの意味について考えます。

ポイントがフードマイレージをもとに付けられていること、フードマイレージがどのような考え方

かをスライド資料で理解します。授業を踏まえた今後の行動目標を考え、発表してまとめます。

������2002�
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「食べ物はどこから」

授業用スライドより

フードマイレージとは・・・

○ 中学校新学習指導要領 第２節 社会 地理的分野　 2 内容（２）日本の様々な地域　（ウ）資源・エネルギーと産業
世界的視野から日本の資源・エネルギーの消費の現状を理解させるとともに、国内の産業の動向、環境やエネルギーに関する課題を取り上げ、日本の資源・
エネルギーと産業に関する特色を大観させる。

○ 中学校新学習指導要領 第２節 社会 公民的分野　 2 内容（４）私たちと国際社会の諸課題　（イ）よりよい社会を目指して
持続可能な社会を形成するという観点から、私たちがよりよい社会を築いていくために解決すべき課題を探究させ、自分の考えをまとめさせる。

○ 中学校新学習指導要領 第 8節 技術・家庭 家庭分野 2 内容　Ｄ 身近な消費生活と環境
（１） 家庭生活と消費について、次の事項を指導する。 

ア　自分や家族の消費生活に関心を持ち、消費者の基本的な権利と責任について理解すること。 

イ　販売方法の特徴について知り、生活に必要な物資・サービスの適切な選択、購入及び活用ができること。
（２） 家庭生活と環境について、次の事項を指導する。 

ア　自分や家族の消費生活が環境に与える影響について考え、環境に配慮した消費生活について工夫し、実践できること。

新学習指導要領との関連

○ 板橋区教育委員会 板橋区環境教育カリキュラム活動事例 〈認識・問題把握期〉　2 「食べ物とわたしたちのくらしについて考えよう」 (P26-27)
3 指導計画　身近な食材の生産地を調べよう。 ̶　フードマイレージによる食べ物と環境負荷との関連

○ 板橋区環境教育ハンドブック における関連プログラム
No.12 食べ物はどこからくるんだろう ( 第 2 章 P73-80)   No.19 食糧不足から環境問題について知ろう ( 第 2 章 P109-112)

板橋区教育委員会 環境教育カリキュラム等との関連

授業の目標
• 自分たちが普段食べている食材はどこからきているのか理解し、生活スタイルについて目標を持つ。
• 生産地が世界各地、日本各地とさまざまに広がっていることを理解する。
• 自分たち日本人の食生活が、世界各国、日本各地の食物によって成り立っていることを理解する。
• 輸送にかかるフードマイレージについて理解する。
• 日本の食料自給率と CO2 排出との関係・地産地消について、理解し関心を高める。
• フードマイレージを学んで、明日からの自分の生活スタイルについて目標を持つ

収録プログラム

自然生態系分野 （自然・アメニティ分野 - みどり） 6プログラム

食文化と環境分野 （循環型社会分野 - 食）   5プログラム

主な関連教材21 43 65
小 学 校

21 3
中 学 校

生活科 １年「いきものとなかよし」２年「生きものなかよし大作戦」季節の自然で遊ぼう

生活科 ２年「生きものなかよし大作戦」好きな色はどこにある

理科 ３年「こん虫を調べよう」４年「暑くなるとすずしくなると寒くなると」そっとのぞいてみてみよう

理科 ４年「暑くなるとすずしくなると寒くなると」学校の木を決めよう

理科 ５年「植物の発芽と成長　花から実へ」６年「人と環境」わたしの木、ぼくの木

生活科 ２年「生きものなかよし大作戦」３年「こん虫を調べよう」やご救出プログラム

主な関連教材21 43 65
小 学 校

21 3
中 学 校

国語 ３年「すがたをかえる大豆」/社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」学校産のとうふを作ろう

国語 ３年「すがたをかえる大豆」/社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」手前みそを作ろう

社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」食べ物はどこから

社会 ５年「わたしたちの生活と食料生産」旬の野菜を調べよう

家庭科 ６年「考えようこれからの生活」ペットボトルの水

SoE
の

環 境 教 育
feel think act

～　そして　いのちを学ぶ　～

2011 年 10 月 改訂版プログラム実施推奨学年 プログラム実施可能学年
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A.2 環境教育指導者養成活動 

l  2012年度新規事業「環境教育インターンシップ制度の整備事業」の実施に向けて、
助成金の申請など準備を進める。（今回は不採用） 

l  NPO法人グラウンドワーク三島より、2名の実習生を受け入れる。 

l  関連活動として、教員採用試験対策講座を実施する。 
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A.2 環境教育指導者養成活動 

l  関連活動として、8月4日-5日の日程でネイチャーゲームリーダー養成講座を開催
する。峯岸さんの指導のもと、8名がリーダー資格を取得する。 
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A.3 環境教育ネットワーク構築活動  

l  エコポリスセンター主催の「ヤゴ救出作戦」にスタッフが参加する。 

l  2011年度出張授業を全学年に実施した板橋第二小学校に関して、研究授業でも講
師を務めるなどその充実に協力する。 

l  板橋区の環境教育プログラム部会に参加する。 

l  朝日新聞社主催の【かんきょう一日学校】にスタッフが参加する。 
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B. 環境活動 
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Pick Up 

u  蓮二小ビオトープ10周年行事に参加。 
ü  全児童を対象に「フィールドビンゴ」を実施。 

u  地産地消を目指す区民農園整備活動を本格化。 
ü  赤塚城趾付近の区民農園にて実施。 

u  エコツアー・環境講座・自然観察会開催、イベント出展の継続実施。 
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B.1 エコツアー 

l  9月6日-9日の日程で第7回沖縄エコツアーを開催する。シュノーケル・カヌーなど
の体験、ゴミ拾いなどを行う。初めて八重岳の方々との交流を持つ。 
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B.2 自然環境整備活動（ビオトープ・校庭芝生の整備）  

l  6月25日に行われた蓮二小ビオトープ10周年記念行事に、講演者・児童向け自然
体験活動の指導者として参加する。自然体験活動では、全児童向けに「フィールド
ビンゴ」を行う。 
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B.2 自然環境整備活動（ビオトープ・校庭芝生の整備）  

l  ビオトープつくろう会が定例の毎月第1・3土曜日の定例活動・蓮植え体験などの
活動にスタッフが参加する。校庭芝生の整備活動が同日に行われる場合には手伝う。 
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B.2 自然環境整備活動（ビオトープ・校庭芝生の整備）  

～ビオトープの生き物たち～ 
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B.3 地産地消推進活動（区民農園の整備）  

l  新規の活動として、赤塚城趾付近に区民農園一区画を借り、野菜の栽培を行う。 
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B.4 自然観察会・環境講座  

l  2月18日に芝川遊水池にて、いたばし野鳥クラブ・エコポリスセンターなどとの恊
働で野鳥観察会を開催する。80人前後が参加する。 
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B.4 自然観察会・環境講座  

l  12月3日にみそ作りワークショップ「手前みそを作ろう」を開催する。ワーク
ショップの他、佐島先生より食農教育に関してご講演いただいた。 

 

l  板橋区の主催する子育て講座にて、「イチョウの精キロリの不思議ないのり」「お
月さまと遊べる親子」のプログラムを実施する。 



特定非営利活動法人 
センスオブアース 

市民による自然共生パンゲア 

環
境
活
動
 

B.5 イベント出展・活動参加 

l  4月23日-24日に開催された【アースデイ いのちの森】に出展する。江戸の郷代々
木ネイチャーゲームの会との恊働で「フィールドビンゴ」を実施した。 

l  6月4日-5日に開催された【ECOパーク2011】に出展する。植物の工夫に触れる
ワークショップ「飛ぶ種の模型作り」を実施した。 



特定非営利活動法人 
センスオブアース 

市民による自然共生パンゲア 

環
境
活
動
 

B.5 イベント出展・活動参加 

l  エコポリスセンター主催のイベントについて、【夏休み子どもエコスクール】【ま
ちの環境発表会】【環境なんでも見本市】に出展する。  

l  いたばし野鳥クラブなどが関わる荒川クリーンエイドに参加する。 

l  スタッフが、板橋区地球温暖化防止活動推進協議会に会長として関わる。 



特定非営利活動法人 
センスオブアース 

市民による自然共生パンゲア 

C. 事務関連 



特定非営利活動法人 
センスオブアース 

市民による自然共生パンゲア 

事
務
関
連
 

Pick Up 

u 定款・組織体制の整備に向けた準備開始。 
ü  2012年度年次総会に向けた議案の調整。 

u  ニュース発行を継続実施。 
ü  年間11号を発行。2012年3月時点で74号。毎回2,600部。 

u  ホームページの更新。 
ü  ページデザインの更新。 
ü  エコツアーや環境教育プログラムバンクなどの特集ページ作成。 
ü  Facebook用のページの立ち上げ。 


